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第２回議会定例会

一般会計補正予算
１９６,６１５千円増額を議決

　

第
２
回
議
会
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の
６
日
間
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
報
告
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
９
件
、
補
正
予
算
６
件
が
村

長
か
ら
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
陳
情
の
採
択
に
伴

う
意
見
書
の
発
委
案
２
件
が
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
追
加
提
案

さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
阿
武
隈
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
農
業
後
継
者
、
子
ど
も
避
難
の
家
、
両
小
学
校
の
将
来
の
姿
、

温
泉
利
用
の
為
の
無
料
バ
ス
の
運
行
な
ど
村
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

一
般
会
計

　
　
補
正
予
算

令
和
元
年
度

特
別
会
計

　
　
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

１
億
９
６
６
１
万
円
を
追

加
補
正
し
、
予
算
総
額
３

６
億
４
７
６
９
万
円
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

県
支
出
金
１
億
６
３
９
８

　

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

５
会
計
中
１
会
計
が
減
額
補

正
、
３
会
計
は
増
額
補
正
、

１
会
計
が
事
業
費
へ
の
予
備

費
充
当
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

減
額　

７
２
６
万
円

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

会計別 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 3,451,084 196,615 3,647,699 

国 民 健 康
保 険 特 別 563,617 －7,263 556,354 

簡易水道特別 195,759 28 195,787 

土 地 造 成
事 業 特 別 64,319 0 64,319 

農業集落排水
処理事業特別 249,172 486 249,658 

介護保険特別 458,365 8 458,373 

合 計 4,982,316 189,874 5,172,190 

○会計別補正予算 単位：千円

万
円
、
繰
入
金
２
３
２
１

万
円
を
増
額
補
正
し
ま
し

た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

民
生
費
９
０
３
万
円
、
衛

生
費
１
億
６
４
３
０
万
円
、

土
木
費
１
１
０
３
万
円
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

増
額　

２
億
５
７
７
９
万

円
　

民
生
費
（
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
費
）

　

衛
生
費
（
除
染
対
策
事

業
費
）
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議
決
さ
れ
た
条
例

◎
同
意
し
た
人
事

人
　
事
　
案
　
件

<

敬
称
略>

氏
名　

吉
田
政
樹

�

（
元　

村
）

◇
中
島
村
副
村
長
の
選
任

　

前
小
針
副
村
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

副
村
長
が
選
任
さ
れ
た
。

◇
中
島
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
及
び
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
に
お
い
て
、

超
過
勤
務
の
上
限
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

村
に
お
い
て
も
規
則
で
定
め
る
た
め
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
の
改
正
に
伴
う
通
勤
手

当
の
限
度
額
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
、

施
行
さ
れ
た
こ
と
伴
い
、
地
方
税
各
税
に
つ
い
て
の

所
要
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

災
害
援
護
資
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
利
率
等
が
改
訂
さ
れ
た
た
め
の
所
要

の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
支
給
制
限
期
間

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
所
要
の
改

正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

財
政
運
営
主
体
で
あ
る
福
島
県
よ
り
示
さ
れ
た
標

準
保
険
料
率
及
び
限
度
額
等
に
つ
い
て
の
所
要
の
改

正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

元
号
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
及
び
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

元
号
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

児
童
館
職
員
で
あ
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

に
つ
い
て
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決
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稲
作
農
家
に
対
す
る
カ
リ
肥
料
の
配
布
及
び
散
布
事

業
は
、
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
、
米
の
風
評
被
害
払
拭

と
放
射
性
セ
シ
ュ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
と
し
て
実
施
し
、

目
的
通
り
に
効
果
達
成
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
福
島
ブ
ラ
ン

ド
米
の
復
活
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

カ
リ
肥
料
の
配
布
及
び
散
布

村
長
行
政
報
告

　

４
月
21
日
に
は
「
第
24
回
さ
わ
や
か
中
島
杯
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
36
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
３

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
な
め

つ
ス
ポ
少
が
ヨ
カ
ッ
ペ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝
と
健
闘
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
元
気
な
子
ど
も
達
と
、
応
援
の
保

護
者
も
多
数
来
場
さ
れ
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

両
小
学
校
の

運
動
会
は
、
５

月
25
日
の
土
曜

日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日

は
30
度
を
超
す

猛
暑
の
中
、
子

ど
も
達
は
元
気

に
各
競
技
に
参

加
し
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達

の
本
気
で
走
る

姿
や
演
技
を
演

じ
る
姿
は
、
見

る
も
の
に
多
く

の
感
動
を
与
え

て
い
ま
し
た
。

　

４
月
21
日

か
ら
25
日
ま

で
の
５
日
間
、

中
学
校
の
修

学
旅
行
が
実

施
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ナ
ナ

ム
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
ス
ク
ー

ル
や
、
サ
バ

大
学
学
生
と

の
交
流
な
ど

異
文
化
に
触

れ
お
互
い
を

理
解
す
る
良

い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
中
島
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

道
路
側
溝
堆
積
物
撤
去
・
処
理
支
援
事
業
は
、
５

月
末
ま
で
に
最
終
処
分
場
へ
の
搬
出
が
終
了
し
ま
し

た
。
最
終
年
度
と
な
る
今
年
は
、
松
崎
、
代
畑
、
岡
ノ
内
、

小
針
の
４
地
区
に
つ
い
て
、
早
期
に
工
事
を
発
注
し
て

い
き
ま
す
。

道
路
側
溝
堆
積
物
撤
去
・
処
理
支
援
事
業

両
小
学
校
の
運
動
会

中
学
校
の
修
学
旅
行

　

全
村
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
は
、
４
月
７
日
に
実
施

し
、
集
落
内
や
河
川
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
一
掃
で
き
、

地
域
環
境
の
美
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業



工
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
場
産
品
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
前
述
し
た
地
場

産
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

を
中
心
に
、
引
き
続
き
協

力
を
求
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
県
内
外
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
参
加
し
、
地
場

産
品
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小室重克�議員

ん
。

　

ま
た
、
本
村
の
河
川
堤て

い

塘と
う

の
利
用
状
況
を
見
ま
す

と
水
田
の
作
業
管
理
や
水

門
の
維
持
管
理
の
た
め
農

耕
車
な
ど
の
通
行
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
専

用
道
路
と
な
る
と
、
こ
れ

ら
の
作
業
に
支
障
が
出
て

く
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
今
年
度

よ
り
豪
雨
対
策
緊
急
河
川

整
備
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
こ
の
事
業
の
中
で
河

川
堤て

い
と
う塘
の
天
端
を
改
良
舗

装
し
自
転
車
な
ど
を
利
用

　
　
　

福
島
県
道
路
整
備

課
Ｈ
Ｐ
で
は
、
久
慈
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
・

み
ち
の
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
・
大
川
喜
多
方
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
是
非
県

南
地
方
に
も
魅
力
的
な
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整

備
す
る
働
き
か
け
を
県
等

に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

地
方
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
成
立

に
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
に

か
か
わ
る
指
定
制
度
が
創

設
さ
れ
、
基
準
に
適
合
し

た
地
方
団
体
が
ふ
る
さ
と

納
税
（
特
例
控
除
）
の
対

象
と
し
て
指
定
す
る
仕
組

　

河
川
堤て

い
と
う塘

を
利
用
し
た

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、

自
然
公
園
、
名
勝
、
観
光

施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
等
を
結
び
、
あ
わ

せ
て
自
転
車
利
用
の
増
大

に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和

48
年
度
か
ら
全
国
各
地
で

整
備
が
始
ま
り
、
福
島
県

に
お
い
て
も
整
備
が
す
す

め
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、
河
川

改
修
工
事
を
重
点
的
に
推

進
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
な

整
備
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

す
る
方
へ
の
利
便
性
を
図

る
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
事
業
を
県
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

村　

長

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

平
成
20
年
か
ら
始
ま
り
今

年
で
11
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
本
村
で
は
、
平
成
29

年
６
月
よ
り
、
本
格
的
に

返
礼
品
業
務
に
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
、
全
国
の
皆
様

か
ら
本
村
を
応
援
す
る
多

く
の
御
寄
付
を

賜
り
、
深
く
御

礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

ご
質
問
の
地

場
産
品
の
定
義

で
す
が
、
基
準

に
示
さ
れ
た
主

な
内
容
は
村
内

生
産
の
も
の
、

村
内
の
材
料
が

大
部
分
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
、

村
内
で
製
造
加

み
と
な
り
ま
し
た
。
地
場

産
品
の
少
な
い
中
島
村
に

は
大
き
な
ハ
ン
デ
と
な
る

が
、
ど
の
様
に
推
進
し
て

い
く
の
か
伺
い
た
い
。

村　

長

議会だより　R1.85

阿武隈川沿いにサイクリングロードを？

ふるさと納税をどのように推進していくのか？
村長

村長

県の豪雨対策緊急河川整備事業を要望していく

地場産品を取り扱う事業者に協力を求めていく



村　

長

能
し
て
い
る
か
と
い
こ
と

で
す
が
、
事
業
所
で
あ
れ

ば
営
業
日
・
営
業
時
間
の

範
囲
内
、
個
人
宅
で
あ
れ

ば
日
常
生
活
の
範
囲
内
で

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
お
り
、

現
在
指
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

機
能
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

見
直
し
に
つ
い
て
は
、

滑
津
小
で
Ｈ
29
に
１
軒
減
、

吉
子
川
小
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
１
軒
変
更
と
い

う
状
況
で
、
今
後
も
子
ど

も
の
安
全
を
第
一
に
考
え

毎
年
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
見
直
す
考
え
で
す
。

小林　均�議員

　

年
代
別
人
口
は
、
10
代

か
ら
40
代
は
低
く
、
50
代

か
ら
80
代
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
60
代
か

ら
70
代
の
従
事
者
が
61
％

と
大
半
を
占
め
て
お
り
、

男
女
の
割
合
は
概
ね
半
々

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
支
援
事
業
と
し
て

は
、
水
田
利
活
用
促
進
事

業
、
直
接
支
払
交
付
金
福

島
県
営
農
再
会
事
業
、
米

の
全
袋
検
査
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
回
復
事
業
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
、
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
、
人
材
育
成
事
業

　
　
　

中
島
村
の
農
業
に

対
す
る
支
援
事
業
の
現
状

及
び
今
後
の
農
業
後
継
者

減
少
問
題
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

子
ど
も
避
難
の
家

は
、
子
ど
も
が
い
つ
で
も

逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
る

と
こ
ろ
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
設

置
さ
れ
て
い
る
現
状
は
ど

う
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

本
村
の
農
業
が
持
続
的

に
発
展
し
て
行
く
た
め
に

は
、
生
産
性
と
収
益
性
が

高
く
、
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
農
業
経
営
を
育
成
・

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業

就
労
者
が
年
々
高
齢
化
し

て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
農
業
後
継
者
を
確
保
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
次
世
代
を
担
う
意

欲
あ
る
青
年
層
の
新
規
就

農
者
の
育
成
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ご
質
問
の
本
村
の
農
業

従
事
者
数
は
５
４
０
人
で

19
・
６
％
、
農
家
戸
数
は

４
３
５
戸
で
38
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
業
者
へ
の

支
援
事
業
の
推
進
と
併
せ

認
定
農
業
者
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

「
子
ど
も
避
難
の
家
」

と
は
、
子
ど
も
の
た
め
の

緊
急
避
難
所
設
置
の
取
組

み
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

避
難
所
で
あ
り
、
そ
の
背

景
に
は
、
平
成
９
年
度
に

兵
庫
県
神
戸
市
に
お
い
て
、

児
童
が
巻
き
込
ま
れ
た
悲

惨
な
事
件
を
契
機
と
し
て
、

全
国
的
に
「
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
組
織
づ
く

り
」
と
い
う
気
運
が
高
ま

り
設
置
さ
れ
、
本
村
で
も

滑
津
小
学
校
、
吉
子
川
小

学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

本
村
の
実
態
等
に
つ
い

て
、
「
子
ど
も
避
難
の

家
」
の
件
数
は
、
滑
津
小

学
校
で
は
27
軒
、
吉
子
川

小
学
校
で
は
23
軒
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
子
ど
も
避
難

の
家
に
駆
け
こ
ん
だ
実
例

及
び
件
数
に
つ
い
て
は
、

滑
津
小
、
吉
子
川
小
共
に

そ
の
よ
う
な
報
告
は
有
り

ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
避
難
の
家
は
機

教
育
長

農業後継者の育成について？

こども避難の家の現状は？
村長

教育長

農業者への支援事業の推進と関係機関との連携を図っていく

子どもの安全を第一に考えていく
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両小学校の将来の姿は ?
教育長 現在のところ、小学校の統合は考えていない

椎名康夫�議員

子
川
小
学
校
北
校
舎
、
平

成
24
年
に
は
吉
子
川
小
学

校
南
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

耐
震
補
強
工
事
の
目
的

は
、
震
度
６
強
程
度
の
地

震
が
発
生
し
て
も
、
の
建

物
が
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な

　

今
後
の
人
口
減
少
、
少

子
化
は
本
村
の
み
な
ら

ず
国
全
体
と
し
て
避
け
て

は
通
れ
な
い
問
題
で
す
が
、

現
在
本
村
で
は
、
保
育
所

保
育
料
、
幼
稚
園
保
育
料

及
び
給
食
費
の
無
料
化
や
、

今
年
度
は
原
山
地
区
に
宅

地
分
譲
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
、
「
人
の
集
ま
る
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
村

づ
く
り
」
を
展
開
中
で
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
小
学

校
の
統
合
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
　

�

吉
子
川
小
学
校
は

昭
和
40
年
、
滑
津
小
学
校

は
昭
和
41
年
、
中
島
中
学

校
は
昭
和
54
年
に
新
校
舎

が
完
成
し
て
い
ま
す
。
近

い
将
来
の
人
口
減
少
、
少

子
化
は
確
実
で
あ
り
、
そ

の
時
に
於
い
て
２
校
の
改

築
存
続
は
、
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
統
合
と
言

う
方
法
も
考
え
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
村
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　

吉
子
川
小
学
校
南
校
舎

は
昭
和
40
年
に
、
滑
津
小

学
校
の
鉄
筋
校
舎
１
期
分

に
つ
い
て
は
、
昭
和
41
年

に
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
建

築
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
45
年
に

滑
津
小
学
校
の
鉄
筋
校
舎

第
２
期
分
が
完
成
、
昭
和

46
年
に
は
吉
子
小
学
校
北

校
舎
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
滑
津
小

学
校
、
平
成
16
年
に
は
吉

補
強
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

建
物
そ
の
も
の
の
長
寿
命

化
等
を
図
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

本
村
の
両
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
適
宜

維
持
補
修
工
事
等
を
実
施

し
な
が
ら
使
用
し
て
い
く

考
え
で
す
。

教
育
長

滑
津
小
学
校

吉
子
川
小
学
校　

南
校
舎

吉
子
川
小
学
校　

北
校
舎
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温泉利用の為の無料送迎バスの運行について?
村長 運行及び体制など、運行事業者と共に協議し検討する

小松公雄�議員

と
こ
ろ
で
す
。

　

温
泉
利
用
と
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

調
査
検
討
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

昨
年
の
温
泉
無
料
券
の

利
用
状
況
で
す
が
、
温
泉

無
料
券
５
，
４
６
０
枚
を

発
行
し
、
45
％
に
あ
た
る

２
，
４
５
１
枚
が
、
ま
た
、

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
40
％
に
あ
た

る
３
０
７
名
の
方
が
登
録

し
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
デ
マ
ン
ド
交

通
を
利
用
し
て
温
泉
を
利

用
し
た
方
は
月
平
均
33
人
、

一
日
当
た
り
１
・
１
人
と

　
　

�

一
年
前
の
６
月
定

例
会
で
質
問
し
た
後
期
高

齢
者
の
方
々
に
温
泉
を
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
無

料
送
迎
バ
ス
を
出
し
て
は

ど
う
か
と
、
そ
の
時
の
答

弁
で
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
の
中
で
出
来
な
い
か

検
討
す
る
旨
の
回
答
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経

過
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

デ
マ
ン
ド
交
通
を
自
己
負

担
な
し
で
利
用
で
き
な
い

か
再
度
伺
い
た
い
。

　

昨
年
６
月
定
例
会
に
お

い
て
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
無
料
の
運

送
手
段
が
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
き
た
い
と

回
答
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
も
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
温
泉
利
用
券

の
配
布
及
び
無
料
パ
ス
ポ

ー
ト
の
交
付
を
行
い
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
飲
泉
施
設

の
利
用
促
進
と
、
村
民
の

健
康
維
持
に
努
め
て
い
る

村　

長

な
っ
て
お
り
、
自
家
用
車

で
の
利
用
が
多
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

形
態
で
す
が
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
校

生
及
び
幼
稚
園
児
の
送
迎
、

小
学
校
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ

ま
で
の
運
行
と
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
空
き
が
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ゴ
ン
車
に
つ

い
て
は
、
通
院
や
買
い
物
、

温
泉
利
用
な
ど
一
般
客
の

予
約
に
対
応
す
る
こ
と
か

ら
、
現
体
制
で
温
泉
送
迎

運
行
に
振
り
向
け
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
高
齢

者
の
温
泉
利
用
や
、
無
料

送
迎
バ
ス
の
運
行
時
の
利

用
の
有
無
等
の
調
査
を
実

施
し
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
及
び
そ
の
体
制
な
ど
、

運
行
事
業
者
と
共
に
協
議

し
、
実
施
の
有
無
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

中島交通システム事業
予約受付時間　7:30～16:30

土・日曜日はお休みです。
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委
員
会
報
告

　

委
員
長　
　

小
室
辰
雄

　

副
委
員
長　

木
村
秋
夫

　

委
員　
　
　

小
室
重
克

　

委
員　
　
　

小
松
公
雄

　

総
務
教
育
委
員
会
は
、

付
託
の
あ
っ
た
陳
情
３
件

に
つ
い
て
、
６
月
９
日
委

員
会
を
開
催
し
、
内
容
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
「
採
択
」

２
件
、「
不
採
択
」
１
件

で
し
た
。
採
択
の
２
件
に

つ
い
て
は
、
発
委
第
２

号
、
第
３
号
と
し
て
本
会

議
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

【
採
択
】

◎
件
名

　

令
和
２
年
度
及
び
復
興

・
創
生
期
間
後
も
国
の『
被

災
児
童
生
徒
就
学
支
援
事

　

委
員
長　
　

小
室
重
克

　

副
委
員
長　

椎
名
康
夫

　

委
員　
　
　

小
林　

均

　

委
員　
　
　

小
松
公
雄

　
「
村
民
に
親
し
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
す

　

５
月
22
日
郡
山
市
「
ビ

ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」

に
お
い
て
、
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

広
報
編
集
委
員
会

全
員
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
議

会
活
動
が
伝
わ
り　

住
民
に
役
立
つ
効

果
の
あ
る
『
議
会

だ
よ
り
』の
編
集
」

と
題
し
、
広
報
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明

氏
の
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

　

め
ざ
す
議
会
広

総
務
教
育
常
任
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
員
研
修
「
広
報
委
員
会
」

業
』
の
継
続
と
被
災
児
童

生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

◎
陳
情
団
体

　

福
島
県
教
職
員
組
合

◎
件
名

　

教
職
員
の
長
時
間
過
密

労
働
の
解
消
に
向
け
た
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

書◎
陳
情
団
体

　

福
島
県
教
職
員
組
合
西

白
河
支
部

【
不
採
択
】

◎
件
名

　
「
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
」

中
止
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
書

◎
陳
情
団
体

　

福
島
県
教
職
員
組
合
西

白
河
支
部

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

は
、
７
月
25
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
議
会
だ
よ
り

８
月
号
の
編
集
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

報
像
を
編
集
方
針
と
し
て

３
つ
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
を

基
本
と
し
て
、
今
後
の
議

会
広
報
づ
く
り
に
生
か
し
、

村
民
に
親
し
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
研
修
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令
和
元
年
６
月
３
日
、

福
島
県
町
村
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
鈴
木
新

平
議
員
が
自
治
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
鈴
木
議

員
が
平
成
19
年
９
月
に
初

当
選
さ
れ
、
議
会
議
員
と

し
て
11
年
以
上
ご
活
躍
さ

れ
た
功
労
者
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

６
月
定
例
会
の
開
会
に

先
立
ち
、
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年

５
月
29
日
滑

津
小
学
校
児

童
に
よ
る
春

の
交
通
安
全

・
防
犯
パ
レ

ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も

恵
ま
れ
、
小

学
校
か
ら
生

涯
学
習
セ
ン

タ
ー
輝
ら
里

ま
で
、
沿
道

の
方
々
の
声

援
を
受
け
な

が
ら
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、

交
通
安
全
と
、

防
犯
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
運
行
の
確
保
と
、

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
」
で
す
。

　

特
に
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
が
増
え

て
来
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
24
日
滑

津
小
学
校
３
学
年
児
童
33

名
の
皆
さ
ん
が
課
外
学
習

授
業
で
中
島
村
役
場
を
見

学
に
来
ま
し
た
。

　

各
課
の
業
務
に
つ
い
て

鈴
木
新
平
議
員
が

自
治
功
労
者
表
彰

説
明
を
聞
き
、
村
長
と
面

会
後
、
初
め
て
見
る
議
場

や
議
員
控
室
に
興
味
津
々

で
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
注
意
し
、
事

件
事
故
の
な
い
毎
日
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

滑
津
小
学
校
　
役
場
庁
舎
見
学

滑
津
小
学
校
　
春
の
交
通
安
全
・
防
犯
パ
レ
ー
ド
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第７回

中島村の農業後継者育成について
★　問　　う　★

平成31年3月定例会

　　中島村の農業に対する現状及び今後の農業後継者
減少に対する対策は？

　　農業従事者割合は、住民の1割、世帯数の3割、
60代から70代が、農業者の大半を占める。農業者へ
支援事業の取組と合わせ、認定農業者や関係機関との
連携を図り、具体的な取組を推進できるよう努める。

平成4年3月定例会
　
　

大
規
模
農
家
の
育
成
や
、
法
人
格
農
業
形
態
の
育
成
に
取

り
組
む
。

　
　

農
業
者
の
高
齢
化
の
中
で
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
さ
れ
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
は
。

平成13年9月定例会
　
　

担
い
手
へ
の
農
用
地
の
利
用
集
積
、
村
認
定
農
業
者
協
議

会
の
設
立
等
、
新
規
就
農
者
の
育
成
を
図
る
。

　
　

本
村
の
農
業
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
問
う
。

平成17年3月定例会
　
　

農
村
環
境
の
整
備
、
経
営
改
善
等
の
支
援
、
認
定
農
業
者

や
新
規
就
農
者
の
育
成
確
保
に
努
め
る
。

　
　

本
村
の
農
業
振
興
と
後
継
者
育
成
は
、
ど
の
様
に
進
め
る

の
か
。

平成25年3月定例会
　
　

担
い
手
と
な
る
就
農
者
と
意
見
交
換
し
、
農
協
と
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
支
援
で
き
る
も
の
を
、
分
担
し
な
が
ら
後
継
者
育
成

に
努
め
る
。

　
　

農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
施
策
は
、
ど
の
様
に
進
め
る

の
か
。

課 題 　農業戸数の減少や農業
従事者の高齢化により、
農地の荒廃が進む中、後
継者不足の農業に不安を
抱えている農家が多い。
将来の農業施策を真剣に
取り組む必要がある。



（８回目／全10回）

芳
は が

賀　一輝　さん
会社員　19歳　浦原

第１回テーマ

「18歳選挙権」

　１テーマ４回掲載として10代～50代の村民の皆
様から意見をいただいておりましたが、No130号か
ら60代以降の方々からも意見をいただくことになり、
１テーマ10回掲載となりました。
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議　会　の　う　ご　き
４月 25日 例月出納監査

26日 議会広報編集委員会
5月 ８日 福島県町村議長会理事・監事合同会議（福島市）

13日 中島村老人クラブ連合会総会
14日 県南地方町村議長会連絡協議会（小野町）
17日 中島村商工会通常総会
22日 町村議会広報研修会（郡山市）

23日 広域圏代表議長会議及び白河地方土地開発公
社理事会（白河市）

23日 例月出納監査
25日 滑津小・吉子川小運動会
26日 阿武隈川上流総合水防演習（郡山市）

28日～29日全国町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都）
29日 交通安全・防犯パレード（滑津小）
10日 幼稚園入園式
31日 第２回広域圏組合議会臨時会（白河市）
31日 議会運営委員会

6月3日～4日福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
７日～12日 令和元年度第２回議会定例会

７日 総務教育常任委員会
８日 第72回福島県消防大会
25日 例月出納監査
28日 副村長退任式

７月 １日 新副村長任命式
14日 福島県消防協会白河支部幹部大会（白河市）
25日 議会広報編集委員会

第１回テーマは、「18 歳選挙権」です。
　村民の方々に聞いてみました。

１　18歳選挙をあなたはどう思いますか。

　早いうちから政治に触れることで、選挙
に関する関心度が高まり、また高齢化が進
む中、若者の意見が反映されやすくなるの
は良い事だと思う。

２　村、議会に期待することを教えてくだ
さい。

　この村は、高齢の方が多いと思う。
　若い人だけが住みやすい村ではなく、高
齢の方の事を優先に、住みやすい良い村に
なってほしい。

３　自分の将来の夢・目標をお聞かせくだ
さい。

　この緑に囲まれていて、やさしい人々の
村で一生を過ごすこと。


